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2020 年 3 月 2 日 

角山 智 

 

銘柄分析レポート：キャッシュマシン（現金製造機） 

 

１ はじめに 

 

 下表は、ある会社の有価証券報告書より【主要な経営指標等の推移】を抜粋したものです。 

 もう少し収益の伸びが欲しいところですが、平成３１年３月期の経常利益率は１５％を超えて

おり、収益性に優れています。財務も良好で、純資産の緩やかな増加により総資産が増え、直近

の自己資本比率（純資産／総資産）は８３％に達しました。 

 

 特筆すべきはキャッシュフローです。大がかりな設備投資を必要としないため、フリーキャッ

シュフロー（営業ＣＦ＋投資ＣＦ）が潤沢です。過去５年間の間に現金同等物の残高を７２億円

から１２１億円に増やしました。１年あたり１０億円ほど増えている計算になります。 

 一方、同社の事業用資産（総資産－現金同等物）は１３０億円前後で推移しています。つまり

１３０億円の元手が毎年１０億円の余剰現金を生み出しており、利回りは７．７％に達します。 

 

 ところで皆さんは、この会社の業種を想像できるでしょうか。勘のいい方であれば、経常利益

率が１５％を超えていること、大がかりな設備投資を必要としないことから「前月のレポートに

引き続き、ニッチなパッケージソフトの会社ではないか」と思われたかもしれません。実はこの

会社、製造業なのです。しかもファブレス経営ではなく、自社にて生産設備を有しています。 

 

 今回の銘柄分析レポートでは、製造業の中からキャッシュマシンと言える会社を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 


